
　　合計（市職員及び元市職員以外も含む。） 　　　合計（元市職員以外も含む。）

うち市職員 うち元市職員 うち元市職員

常勤 1 0 0 常勤 0

非常勤 8 2 1
再任用(※1)

常時勤務 0

常勤 0 0 0
再任用(※1)

短時間勤務 0

非常勤 2 1 0 非常勤 0

6 1
臨時

雇用員

10 0 1 0

令和６年度外郭団体活動状況評価シート　No.1

片山町2丁目13番25号

平成3年11月30日

吹田市

設立年月日

所在地

団体名
所管部室（課）名

100,000,000円
②本市出捐金（本市の出捐割合）

【令和６年３月31日時点】

円（　　％）

理事長　春藤　尚久

福祉部　高齢福祉室
一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団

設立
目的

職員数
（人）

100,000,000円（100％）

代表者職・氏名

①本市出資金（本市の出資割合）

 元市職員に対して退職金を支給している。
（いずれかに○）

役員数
（人）

65歳以上の役員数(※2)
(人)

4

6

高齢者等に対する保健、医療、福祉対策の円滑な推進を図るため、在宅介護に供する事業並びに調
査、研究事業及び関係諸団体の協力を得て介護老人保健施設の運営を行い、もって市民の福祉の向
上に寄与することを目的とする。

評議員
（人）

基本財産

（具体的な事業内容）

0

3

40

理事
（取締役）

監事
（監査役）

　　　　　　　　　　　 【該当する場合のみ記載】内容

38

65歳以上の職員数
(※2)

該当　　　・　　非該当

該当　　　・　　非該当

 元市職員に対する報酬や給与水準が、市再任用職員の
 水準を上回る。（いずれかに○）

事業
内容

1　高齢者等の保健、医療に関する相談及び指導並びに
　 知識の普及啓発事業
2　高齢者等の保健、医療に関する調査研究事業
3　吹田市介護老人保健施設の受託運営事業
4　高齢者等の保健、福祉に関する事業
5　施設での教育・実習事業
6　介護保険に関する事業

1　施設サービス（長期・短期入所、通所リハビリテーショ
　 ン、訪問リハビリテーションの実施）
2　その他
  （1）認定調査の実施
  （2）関係機関との外部連携会議の開催
  （3）認知症サポーター、回想法ボランティア養成講座の実施
  （4）認知症カフェの開催
  （5）地域等への職員講師派遣
  （6）ボランティア体験・学生実習受入　など

【該当する場合のみ記載】内容

　　　　 　※2　65歳に達した日以降における最初の3月31日を超えて雇用されている役員数又は職員数。

　　　　 　※1　再任用職員とは、61歳に達した日以降における最初の3月31日を超えて雇用されている職員をいう。



　　総収入

　　　
（うち
　市受入金）

　　 （その他）
（うち
　有利子負債）

　　経常損益
（うち
　一般正味財産）

　　当期損益

一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団
福祉部　高齢福祉室

委託料

主な内容、算出根拠等

貸
借
対
照
表

327,876,964

200,943,841

△ 26,368,760

126,933,123

553,619,009

補助金

100,000,000

その他

100,000,000

その他

指定管理料

フ
ロ
ー

計

債務保証残高

0

貸付金残高

所管部室（課）名

財
務
状
況
（
円
）

　　負債の部合計

令和６年度外郭団体活動状況評価シート　No.2

団体名

　　正味財産合計　　総費用

市
か
ら
団
体
へ
の
支
出
（
円
） 損失補償残高

　　資産の部合計

0

損
益
計
算
書

553,619,009

586,816,962

△ 31,300,760

56,192,329

0

【令和５年度決算】

ス
ト
ッ
ク

計

出資金（出損金）



　　　　　【評価対象期間：令和５年4月1日から令和６年3月31日まで】

１　団体による評価
（１） 運営に関する評価

指針の項目 評価

◎

◎

◎

◎

△

◎

◎

◎

△

○

◎

△

◎

◎

◎

◎

◎

令和６年度外郭団体活動状況評価シート　No.3

団体名 一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団

所管部室（課）名

福祉部　高齢福祉室

評価項目 評価の理由

組織及び
人事管理

規程等を適切に整備している。

規程等の整備、役職員の配置状況
は適切な実施状況にあり、採用に
おいては、公募による公平な採用
選考を確保している。また、法人独
自の給料制度の採用、職員研修の
積極的な実施を行っている。

団体の事業規模に応じた簡素で効率的な執行体制としている。

団体の事業規模や経営状況に応じた役員数及び職員数としてい
る。

採用における公正性・透明性を確保している。

団体の経営状況に応じた役員報酬や職員給与としている。

職員研修の充実に努めている。

事業運営

事業の必要性や意義を見直しつつ、効果的、効率的な事業運営を
行っている。 民間の理事、評議員等や施設利用

者のアンケートからニーズの把握
に努め、事業の見直し等を定期的
に行っている。事業を継続的に点検し、市民ニーズに沿ったものとしている。

財務管理

中・長期的な経営計画を策定している。
　指定管理期間は5年、介護報酬
改定は3年ごとに行われるため、長
期的な経営計画は困難である。
　利用料金制度による自主独立採
算での運営であり、財務管理は適
切に行われている。
　節電やデータでの書類管理はも
ちろん、多量で必要となる感染症
対策消耗品をより安価で購入し使
用方法を職員間で見直す等、経費
削減に積極的に努めていた。
　税理士による確認、公認会計士
による監査等も実施し、監査体制
の強化にも努めている。

自主財源の確保に努めている。

各種経費を可能な限り抑制している。

最も確実かつ有利な方法で財産の管理運用を行っている。

外部の専門家による監査を活用するなど監査体制の強化に努め
ている。

情報公開

団体の経営状況、事業計画を公開している。

　法人のホームページにおいて、経
営状況、理事会議事録等を公開し
ている。また、個人情報保護に関し
ては、規程も整備しており、適切な
運用を行っている。

団体の役員名簿、会議録等を公開している。

ホームページをはじめとする多様な手段で情報提供を行ってい
る。

個人情報保護に関する措置を適正に講じている。

◎→できている ○→概ねできている
△→一部できている ×→できていない



　　　　　【評価対象期間：令和５年4月1日から令和６年3月31日まで】

92.0人 86.9人

33,672人 31,724人

72回 10回

50.00% 22.80%

120人 118人

8,200人 7,243人

令和６年度外郭団体活動状況評価シート　No.4

団体名 一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団

所管部室（課）名

福祉部　高齢福祉室

（２） 事業に関する評価

　　ア　指標による評価

事業名
活動指標

令和５年度目標 令和５年度実績
（参考）

令和４年度実績成果指標

介護老人保健施設
入所（長期・短期）

1日平均入所人数 83.9人

延べ利用者数 30,697人

介護老人保健施設
入所（長期）

居宅訪問回数 21回

在宅復帰率 26.61%

介護老人保健施設
通所

利用者数 132人

延べ利用者数 7,938人

　 イ　指標で示すのが困難な場合

事業名 活動内容 成果内容

回想法ボランティアの養成
回想法に興味・関心のある市民や入所者を対象に回想法
ボランティアとしての知識及び技術の普及を行う。

回想法ボランティア養成講座は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のために中止し
たものの、コロナ禍でも普及活動を行える
よう、回想法啓発講座を開催。6人が参加
した。

（３） 今後の取組方針　　　※（１）において◎以外とした事項、課題となっている事項について重点的に記載

　介護老人保健施設における人材確保（看護師、介護職員）が非常に困難な状況にある中、計画的な人材確保に努め、いずれの職
種も年度当初の目標を達成しており、適切な組織体制の維持を図っている。引き続き、財政面を考慮しながら多角的に人材確保に
取組み、人材育成、組織体制の強化に努めたい。
　また、財政運営では、施設内での感染症発生による事業中止や受取補助金の減少があったものの、感染症対策の緩和による利用
自粛の回復、新規利用者の増加が、収入の増加に繋がった。一方で、LED化や電気及びガス料金の単価の値下げによる光熱水費
の減少があったものの、新たに介護職員処遇改善加算を算定したことによる人件費の増額や令和4年度に取得した特定資産の減価
償却費の増加により、支出も増加した。人件費や光熱水費に係る単価については今後も変動が起こりうると予想される。加えて、引き
続き感染症の拡大状況によって利用者数の増減が左右される可能性があるため、収入確保が必要であるが、事業の性質上、新たな
事業展開による大幅な収入増は難しい。そのため、経費削減等に関して、介護サービスの低下を招かないよう慎重に議論をしなが
ら、随時見直しを図りたい。



　　　　　【評価対象期間：令和５年4月1日から令和６年3月31日まで】

２　市による評価
（１） 団体の運営に関する評価

事項 評価

○

○

○

◎

令和６年度外郭団体活動状況評価シート　No.5

団体名 一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団

所管部室（課）名

福祉部　高齢福祉室

評価項目 評価の理由

団体の存在意義

市民福祉の向上に資する事業を行っている。 　新型コロナウイルス感染症拡大防止
のために、一部事業を中止した。しか
し、引き続き感染症対策を講じ、実施
回数の増加など、積極的に本市施策の
推進、福祉の向上に寄与した。事業の成果が市の施策の推進に貢献している。

（３） 市の関与に関する今後の方向性

　吹田市介護老人保健施設は、開設から32年が経過し、大規模修繕等施設のあり方を検討する時期に差し掛かっている。同施設の
建設当初は市内で唯一の施設であったが、現在は民営施設が6施設増え、全部で７施設となった。公営施設としての差別化を図ると
ともに、今後のあり方についても検討していく必要がある。

事業実施主体
としての妥当性

市が直営で行うよりも効果的かつ効率的にサービスを提供してい
る。

　介護サービスの提供だけでなく、講師派遣
や実習生等の受け入れを積極的に行い、地
域との連携及び高齢者福祉における人材育
成に取り組んでいる。
　また、介護者が新型コロナウイルス感染症
の陽性になり介護者不在となった要介護高
齢者に対し、相談窓口となりサービス提供の
調整を行った。

多くの市民の理解が得られる活動を行っている。

（２） 団体の自己評価に対する市の見解

　サービス面について、指定管理業務だけでなく、地域連携や実習への協力、認知症啓発等にも精力的に取り組んでいる。
　利用者ニーズや満足度はアンケートで把握しており、「おおむね満足」との回答を得ている。マイナスな意見があった場合、役職者会
議で吟味し結果のフィードバックを行い、サービス向上に繋げている。
　感染症対策として多床室の個室化に取り組んだことや、照明をLED化するなどして施設の環境改善に取り組んだこと、処遇改善加
算を取得して経営改善に取り組んだことは評価する。
　一方で、コロナ禍の影響を引きずり、通所利用者数の回復が緩やかであることや、物価高騰の影響を受けて光熱水費や委託料が
かさんだ影響もあり、単年度収支が赤字となっている。
　全国的に老健施設の経営が厳しい状況にあることは理解するが、通所利用者数をコロナ禍以前に戻す、在宅復帰率や入所利用者
数を目標値に近づけるなど、積極的に利用者の獲得に努めて、収支の改善を図られたい。

◎→できている ○→概ねできている
△→一部できている ×→できていない


